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産業保健と健診機関の役割

1. 健診機関＝「（企業外）労働衛生機関」
2. 企業規模別の産業医業務の提供者

a. 地域医療機関 ：（～50人）（30～２９９人）
b. 独立産業医 ：（～50人） （30～２９９人）（５０～１５０００人）
c. 労働衛生機関産業医 ：（30～２９９人） （５０～１５０００人）
d. 常勤産業医 ：（15000人～）

3. 健診は目的業務ではない
a. 健康に係るライフスタイルの変換
b. 疾病の早期発見
c. 早期治療
d. 一生涯を通じての健康情報を基にした健康管理
→ 現状は、健康診断の情報を十分に生かして提示していない？

エビデンスの提示が不十分
→ 例：産業保健サービスのアウトソーシング
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１．産業保健の現状と健診機関の役割



企業外労働衛生機関への期待

1. 産業保健サービスの担い手としての専門的技能・経営の
追求
→ 人材の育成と保持

2. サービス内容とシステムの透明性・精度管理・「結果評価」
公開
→ 監査の必要性

3. 関連機関との連携の要に
→ 医療機関・自治体・企業・独立産業医等との社会的ネットワーク
のインフラに

→ 健診機関の情報産業化

→ デジタル情報のフォーマット・コードの互換性・標準化

4. しかし、安全配慮義務の担い手・責任はあくまで事業者に
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１．産業保健の現状と健診機関の役割
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健診機関の医用画像機器の状況

1. 健診バス搭載機器デジタル化が引き金で機関全体
がデジタル化へ
a.アナログ健診バス（胸部X線は直接・間接切替えミラーカメラ搭載）が、
b.薬事法の改正でX線健診バスの医療機器認定申請を取りやめ
c. X線機器以外の眼底・超音波・心電計も徐々にデジタル化
d. ＰＡＣＳシステムの必要性が顕在化

2. 健診関連の法規改訂
a.職域健診における胸部Ｘ線検査の40歳未満原則廃止を検討会が報告
（ 2008年度から）し、結核予防法に基づく健診は大幅減少

b.胸部X線の実施は減少、胃部・胸部の併載デジタルX線車が増大見込
c. ２００４年以降、乳がんの検査にマンモグラフイーのニーズも増大
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健診機関の特性と課題：医療機関との比較
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１．産業保健の現状と健診機関の役割
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ＩＨＥ（Integration Healthcare Enterprise)で
医療連携のための情報統合化を容易に実現

1. 標準化された手法で医療情報の相互接続性を確保する国際
的な活動

2. 連携システム共通の統合モデル（Profile）、機器等の構成要
件（Actor）とその間を結ぶ通信処理（Transaction)から成る

3. DICOM/HL7等の標準規格を適用してシステム実装を行うた
めの基本的な文書（＝定石：TF: Technical Framework）を、
IHE委員会で記述（国内はIHE-J委員会）

4. ベンダが一堂に会したコネクタソンで、開発された医療機器・
システムがTFに適合していることを確認

5. 医療機関は、IHEの実装が確認された医療機器・システムを
導入することにより、簡単な接続テストで稼働が実現

２．IHE活用プロジェクトの利点
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ＩＨＥ統合プロファイル（業務シナリオ）一覧

インフラ関連

PDI

ARI

ATNA

XDS-1

コンテンツ関連

ワークフロー関連

NMI

PWF RWF TCE IRWF

CPI ED KIN SINR MAMMO FUS

PGP

PIRPIR CHG

進捗情報
予約確定

通常運用のワークフロー

（Scheduled Work Flow）

SWF

グループ
プロシージャ
の表示

ポスト
プロセシング
ワークフロー

レポーティング
ワークフロー

メディア
インポートの
整合性確保

ティーチング
ファイルと
臨床データ
エクスポート

チャージ
ポスティング

MM
画像表示

画像表示
の一貫性
確保

エビデンス
文書

キー画像
ノート

画像および
数値を含む
レポート

マンモ

グラフィー
フュージョ
ン画像

可搬性画像データ交換

患者情報の

整合性確保

施設間の画像情報共有

放射線情報へのアクセス

監査証跡と機器認証（放射線部門向け）

２．IHE活用プロジェクトの利点



99

ＩＨＥを活用した連携システム導入の手順

ＩＨＥ業務シナリオによるシステム構築例

業務の詳細を検討する作業が発生

８）スムーズな本稼動開始

７）システムの動作確認

６）システム構築

５）詳細仕様の決定

４）システム要件の決定

３）システムの範囲確定

２）組織体制の整備

１）導入目的の明確化

接続テストを行う。TFにない部分のみ詳細に確認要

業務シナリオを構築するアクタ（機器）を手配

業務シナリオのTF（仕様）に準ずる。
ＩＨＥ業務シナリオとして SWF，RWF，KIN を実現
放射線科検査部門（ HIS/RIS/PACS）
院長を責任者として情報システム部がWGを組織
検査業務フローを統一・管理し効率化と安全向上を目指す

業務分析不足とベンダー担当者の技量不足からの伝達ミス発生

仕様が適切に伝わらず、非現実的な構築で本稼動時に大問題

ベンダ担当者の技術力不足で、必要機能不足の可能性
医療機関担当者がシステム動作を詳細に確認要

現行業務の分析結果をベンダーに伝達する時間を要する

仕様面 病院作業量面

ＩＨＥを使わないシステム導入リスク

２．IHE活用プロジェクトの利点
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1.職域をまたぐ経年的
な連携
2.産業保健と地域健診
/健康管理・地域医療
を含む連携

マルチメデイア健康管理の目的・目標

7.産業保健
の国際的標
準化

8.健診ＩＨＥ
統合プロファ
イルの海外
への提案

3. 読影手法や読影結果等の
標準化

4. 健診機関間相互運用性の
高度化

5. マルチメデイア化・マルチベ
ンダ化への対応の効率化

6.診断精
度と診断
効率の飛
躍的向上

３．マルチメデイア健康管理の目的・目標



1. 医用画像を含む健康情報の産業保健分野での連携・活用を促進し、転勤・転職等を
含む職域をまたぐ経年的な連携を目指す。

2. 産業保健分野で蓄積した個人健康情報を活用し、将来的に、産業保健と地域健診/健
康管理・地域医療を含む連携を目指す。

3. 医用画像による健診機関と読影委託先との動的な連携（自由にリアルタイムの連携可
能）の実現のために、読影手法や読影結果情報等の標準化をはかる。

4. 医用画像情報と診断結果情報等を標準化し健診機関間の相互運用性を高度化する。
5. 健診機関のマルチメデイア化・マルチベンダ化への対応の効率化（基幹システムと医
用画像システム・モダリテイ間）にIHEコネクタソンンの手法を援用する。

6. 健診でのじん肺・石綿・結核・がん等の経年変化や標準画像の参照・比較を容易にし
て診断精度と診断効率の飛躍的向上を目指す。

7. 産業保健の国際的標準化（アジア諸国・ＥＵ諸国・米国等）の観点から、国際標準の診
断手法・診断コードを活用する。また、成果を世界へ発信する。

8. 世界的に高水準な日本の健診・健康管理制度の海外への普及のために、健診ＩＨＥ統
合プロファイルを日本から世界へ提案する。

マルチメデイア健康管理の目的・目標（詳細）
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３．マルチメデイア健康管理の目的・目標
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北九州職域・地域マルチメデイア健康管理

実証実験システムの概要

Ａ病院 Ｂ医院 Ｃ診療所

医療機関連携システム

完全版 簡易版

健診センター

既存システム

・ ・

直接／間接フィルム等

デジタイザ

画像Data

医用画像ファイリングシステム

転送File

長期保存用

ﾒﾃﾞｨｱへの保存

職域健康管理システム

企業への

納品ﾌｧｲﾙ

Text File

医療センター

診断所見ファイリングシステム

IS&C

12345IS&C 

CT等モダリティ
医用画像

診断支援装置

医用画像

共通規格保存

オンライン

電子保存

ＤＢセンター

健康情報

Server

Web Server

DICOM DB 
Server

４．マルチメデイア健康管理事例



医用画像のファイリング作業
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４．マルチメデイア健康管理事例
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北九州マルチメデイア健康管理実証実験

1.医用画像と健診結果のデジタル化がもたらすもの
平成9～１０年の実証実験の成果

2.保健・医療の現場で蓄積される画像情報をデジタル化
劣化のないコピー

コンパクトな保管

簡単な移動

を実現

４．マルチメデイア健康管理事例
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北九州マルチメデイア実証実験
職域・地域健康管理システムで残された課題

1. 健診・健康管理における標準化
a. 読影の手法・判定の標準化（とりあえず、デジタル化後）
b. 問診・職歴・家族歴・読影結果・判定結果 等の標準化

c. 判定コード等の標準化（産業保健業務の標準化の推進）

2. 生涯個人ID
a. 最終的に個人特定番号がなければ経年管理は不可
b. 国民背番号制の動向およびその活用は可能か

3. 安全確実な医療情報ネットワークの構築
現在インフラは蓄積した医療情報をどこからでも、いつでも利用可能な状況はない

4. 証拠性を保持した電子保存
a. 旧労働省の電子保存通達の適用範囲とその実施方法の確認
b. 個人健康情報の危殆化、メデイア等の陳腐化の手順の明確化・法制化

15

危殆化への対応：
CPU性能向上への対応で、暗号
化キ―長を有効なキーに変換

・技術の進歩によりすでに活用できない技術があるばあい、新技術
に変換する手順

・媒体変換：5年ごとくらいに新たな技術の媒体へ定期的に変換

４．マルチメデイア健康管理事例
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健康情報のマルチメデイア化推進の目標
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•職域をまたぐ経年的な連携

•産業保健と地域健診/健康管理・地
域医療を含む連携

•読影手法や読影結果等の標準化

•健診機関間相互運用性の高度化

•マルチメデイア化・マルチベンダ化
への対応の効率化

•診断精度と診断効率の飛躍的向上

•産業保健の国際的標準化

•健診ＩＨＥ統合プロファイルの世界へ
の提案

保健・医療の現場が
蓄積した画像情報を
デジタル化

•●劣化のないコピー
•●コンパクトな保管

•●簡単な移動
の実現

実証実験の成果

ａ．健診/健康管理の標準化

(読影基準、判定コード等)

ｂ．個人生涯IDの確立

ｃ．安全確実な医療情報NW

ｄ．健康ＤＢの保有者による

証拠性を保持した電子保存

個人健康管理ＤＢ
証拠性を含めての維持管理

実証実験の残課題

北九州マルチメデイア
職域・地域健康管理システム実証実験 本プロジェクトの目標

４．マルチメデイア健康管理事例



８.情報セキュリテ
イマネジメントの実
践

健診機関マルチメデイア化／ネットワーク化

読影
ASP/SaaS

６．ネットワーク及び媒体に
よる読影支援先（医師会・大
学病院）・読影業者等との
連携

健保

企業
自治体 産業医

７．企業・健保・産業
医等との共通利用と
長期保存

受診者

多
機
関
連
携

供給者（複数のベンダ）
供給者（複数のベンダ）
供給者（複数のベンダ）

１．ベンダ間の 運用設
計・開発上の分担・保
守時の切り分け等

２．健診結果報告書
と医用画像の融合に
よる経年管理

個人別データファイル

２０１０年分 ２０１１年分

画像データ画像データ

４．健診基幹システムと医
用画像システムの切り口
標準化

３．生涯健康情報の管理ID

５．デジタルバスと
フイルムバスとの長
期間混在運用

機
関
内
マ
ル
チ
ベ
ン
ダ
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５．マルチメデイア健康管理の実用化へ



健診機関運用の検討課題

１ マルチベンダー化対応：ベンダー間の運用設計・開発上の分担・保守時の切り分け等、 機
関
内
マ
ル
チ
ベ
ン
ダ

２ X線（胸・胃・乳房）、超音波・心電図・眼底等、画像・波形情報を含む、マルチメデイア健
康情報の活用へ向けて、健診結果報告と医用画像が融合した経年管理が必要

３ 生涯健康情報の管理IDによる永年の職域・地域連携

４ 健診基幹システムと医用画像システムの切り口標準化

現在は、健診基幹システムは非パッケージ・非標準状態 ⇒ IHE化の検討

５ 健診バスのA/D混在運用対策： フイルムバスとデジタルバスによる混在運用（胸部・胃部
・マンモの）が１０年近く長期間継続

６ オフライン媒体とネットワークによる読影支援（医師会・大学病院）・読影業者等との連携

a.一次読影と二次読影との運用の相違の吸収、標準化
b.読影と電子保存の3原則（真正性・見読性・保存性）

多
機
関
連
携７ クラウド化による長期保存と共通利用（企業・健保・産業医等間）の実現

８ 「ISMSの実践」下での機関内マルチベンダ運用と他機関連携（特に、完全性・可用性の検討）
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５．マルチメデイア健康管理の実用化へ



大規模健診機関の健診業務フロー
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運営課
外出健診
診療所
人間ドック等
内部健診

情報管理課⇓
情報システム課
結果出力

業務課⇓
顧客の個人情報⇓
情報システム課

企業健診・

住民健診・

学童検診等

ＩＤ情報整理

Ｘ線現像・読影

診断・結果登録

受診者来場

健診結果総括表

健診結果表

健康管理表 結果報告

法律による

長期保存
健診票

Ｘ線フイルム

健康記録 等

長期保存

紹介先

病院・医院

ＩＤ情報登録・確認

問診・計測結果

検体（血・尿）

Ｘ線フイルム等

健診データ

持ち帰り

企業内健診

住民健診
学童検診等

医師・看護婦

放射線技師

健診事務担当

読影機関

及び個人

臨床検査

センター
検査依頼⇒⇐検査結果

健診会場・診療所

受診者

受診企業

発注

請求

前回健診値

健診画像

提携

医療機関

５．マルチメデイア健康管理の実用化へ



20

産業保健活動の関連図

産業医及び
産業保健スタッフ

労働衛生機関
健診機関

医療機関
（主治医）

健康保険組合

経営者・管理者
安全衛生管理者

労働基準監督署

産業保健推進センター
地域産業保健センター

学会

労働者
正常者・有所見者

作業環境
情報

・就労条件情報
・企業秘密

個人健康記録
・健診結果/画像等
・面談/健康指導等

記入
参照

診療

結果報告

健康管理
保健指導

監督・報告

必要な健康情報の通知
就業上の措置進言

診
療
報
酬
請
求

健診

医療情報の
保存義務

健診
結果

保
管

コンサル
テーション
情報交換

研究・教育等健康診断の受診

参
照

記入

共同利用

共同利用
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健診機関での画像読影の状況

1. 大量のX線画像を自機関内の読影の他に、委託読
影を実施（地域医師会や大学病院・放射線科医の自
宅、関連病院等）

2. 精度管理上、画像1枚に2回読影実施が多い
全面的に委託読影する場合や、自機関内で1回目読影後、
2回目読影を委託する等、健診機関により形態が異なる

3. 経年変化を見るために比較読影を行う場合がある
4. ２０１１年１月にじん肺のデジタル標準画像が制定
5. 読影医の確保に悩んでいるので、デジタル化による
読影の精度向上・効率化が喫緊の課題

Copyrights 2011 MPO Co.,Ltd

６．IHE標準化による活用具体例：健診読影連携



読影ダブルチェック事例

健康診断実施

・読影票（前回所見・今回問診記載）をフイルム番号順に出力
・技師所見記入票、連絡事項を所見記入票に添付

フイルム現像

・読影票・技師所見記入票及び連絡事項を参照
・フイルムを解読して所見記入票にスケッチ、部位、所見、判定を記入

・読影票、技師所見記入票及び連絡事項の他に、第１解読医の結果も参照
・フイルムを解読して、所見記入票にスケッチ、部位、所見、判定を記入

・２人解読医の結果を確認し、判定の重い方を採用
・原則、主任医が第２回 解読をするため、主任医の結果で処理

治療中で有所見者の場合、判定を確認、判定が「H:治療中」でない場合、解読医に確認

所見用紙を基に、データ入力

解読の
前準備

第１
解読医

第２
解読医

Copyrights 2011 MPO Co.,Ltd 22
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画像種類別の診断の外部委託

項目 内部診断 一部外部 すべて外部 計

胸部X線
間接 ５２ ３０ ５ ８７機関

直接 ５７ ２９ ４ ９０

胃部X線
間接 ４５ ３１ ９ ８５

直接 ５３ ２６ ５ ８４

CT・MRI ２８ １９ １７ ６４

マンモグラフイ ２８ ２２ ２５ ７５

眼底写真 ３８ １８ ２９ ８５

超音波画像 ５１ ２０ １５ ８６

内視鏡 ６０ ０ ９ ６９

病理 ８ １２ ４７ ６７

血液像 ４４ １０ ２７ ８１

心電図 ５８ ２４ ６ ８８

2006年全衛連一部機関のアンケート

６．IHE標準化による活用具体例：健診読影連携
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読影支援ＡＳＰ

地域

医師会１

放射線科医

読影
関連病院

放射線科医

読影

レジストリ

リポジトリ

読影依頼

（NAV)

•画像登録

読影依頼
（NAV)

読影レポート

•レポート送信（メール）

レポート登録

•終了通知
（NAV)

•画像参照

•レポート参照

依頼側健診機関Ａ

健診読影の連携モデル

リポジトリリポジトリ

リポジトリ

リポジトリ

依頼側健診機関Ｂ
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６．IHE標準化による活用具体例：健診読影連携
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医用画像と健診結果のデジタル化の効果

1. 医用画像を含む健康情
報による長期的な健康
管理

2. 職域・地域健康管理と
地域医療連携の一貫し
た実現

3. 健康管理の効率化
4. 医療の質の向上

Copyrights 2010 MPO Co.,Ltd

国民の健康管理への効果

1.デジタル健診の効率向上
2.デジタル読影の精度管理
3.法的な意味での電子保存
4.個人健康情報の経年的管
理（転職や退職後も）

5.産業保健分野での個人健
康情報の共通利用

6.地域医療連携への貢献

本プロジェクトの最終的成果
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７．医用画像デジタル化による健康診断と健康管理の向上へ
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課題：個人健康管理ＤＢの最終的保有・維持機関は？

1.ナショナルＤＢ化
特定健診／レセオンラインで検
討中、今は匿名化情報のみ

2.健保組合、市町村(国保)

3.企業内、個人で管理
記憶媒体の進歩により性能面
では企業内・個人で保有可能

4.健診機関：現状の大半
5.ASP化、そして、形態として
のクラウド

Copyrights 2011 MPO Co.,Ltd

支払者側

保健医療機関

（供給者側）

行政

支払機関

医療関連産業

証拠性を含めた維持管理体制
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７．デジタル化による健康診断と健康管理の向上へ



マルチメデイア健康管理のまとめ

1. 健診機関においては、胸・胃のX線画像や超音波・心電図のような、健康診断にと
って非常に重要な情報もデジタル化しつつある。

2. デジタル化画像情報と身体計測や臨床の検体検査を含むマルチメデイア化が、産
業保健分野に健康情報活用の可能性を格段に広げる可能性を秘めている。

3. 健診効率化の観点でデジタル読影の外部委託標準化も併せて検討すべきである。
4. マルチメデイア連携の実証実験は既に１０年前から行われているが、殆どの実証実
験が泡沫に帰した。連携に関連するマネジメントシステムの運用を伴わない状態の
まま、結果として技術的な実証実験に終始したためではないか？

5. マルチメデイア化した個人健康情報は、個人情報保護の観点とともに情報セキュリ
テイの観点からのマネジメントが必要。

6. クラウド化の時代には、個人健康情報は否応なしに国境を超える。ISMS（情報セキ
ュリテイマネジメントシステム）、特に、国際的な個人健康情報交換の観点から、各
国の個人情報保護法制と情報セキュリテイを相俟っての検討が必要。

7. 産業保健連携及び地域医療連携、さらに、国境を越えた健康情報連携、及び、国
際的医学研究連携のためには、早急に「ISMSの実践」を始めるべき。
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７．デジタル化による健康診断と健康管理の向上へ
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株式会社エム・ピー・オー

URL: www.m-p-o.co.jp 
Email: info@m-p-o.co.jp
TEL&FAX: 045-517-3246
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森口の健診関連の実績

S52年頃～ 保健医療情報システムの営業・開発・サポート
東海地区の聖隷・医師会等で多くの健診・人間ドックシステム
トヨタ記念病院の臨床検査自動ラインシステム（日本初）

平成5年～ IS&Cによる医用画像とセキュリティに関する
実証実験の企画・開発・サポート

北九州マルチメデイア職域健康管理（機械システム振興協会）
北九州マルチメデイア職域・地域健康管理（IPA・MEDIS）

平成12年～ ㈱エム・ピー・オー設立
健診機関及びその関連企業のPマーク・ISMSの実績多数

参画団体等：
日本PACS研究会会員
日本産業衛生学会員、医療情報システム学会員
全衛連の個人情報保護ガイドライン作成に２回参画
MEDIS賛助会員（プライバシーマーク監査員教育の講師）

資格：
ISMS主任審査員、特種情報処理技術者
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